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△榎御坊と石碑（右） 

 

 藤ノ木集落の南東端近くの道路脇に、寂れた御堂が一つ建っている。榎
えのき

御坊である。 

 この榎御坊は、親鸞・蓮如ゆかりの地として、大正初期頃までは毎年 4月 25日に「藤ノ

木御旧蹟」と称して、近郷在住の多くの善男善女が参詣し、飯山やその他の商人が出店を

張り、門前市をなす賑わいであったという。 

 


